
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
砂面に対して垂直方向に規定の深度まで埋設される板の、当該板が埋設された状態で前記
砂面から一定の深さに達する位置に、当該板を貫通する穴部を形成したことを特徴とする
砂採取用補助器具。
【請求項２】
さらに、前記穴部を開閉するための蓋部を具備することを特徴とする請求項１に記載の砂
採取用補助器具。
【請求項３】
前記蓋部は、当該蓋部を前記板に沿ってスライドさせるレール機構を介して前記板に取り
付けられることを特徴とする請求項２に記載の砂採取用補助器具。
【請求項４】
前記レール機構は、前記板の埋設時に砂と前記蓋部との間に生じる摩擦力により当該蓋部
が前記穴部を閉じる状態を保つように当該蓋部をスライドさせることを特徴とする請求項
３に記載の砂採取用補助器具。
【請求項５】
前記蓋部を前記レール機構に沿ってスライドさせるための取っ手部を前記蓋部に形成した
ことを特徴とする請求項３に記載の砂採取用補助器具。
【請求項６】
さらに、前記板に対して埋設方向への力を加えるための力点部を前記板に形成したことを
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特徴とする請求項１に記載の砂採取用補助器具。
【請求項７】
さらに、前記板と前記埋設方向に沿って交差する平面状の側板部を形成したことを特徴と
する請求項１に記載の砂採取用補助器具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、土壌粒子の吸着力が比較的弱い、乾燥した砂などを採取するために好適に利用
し得る砂採取用補助器具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
土壌を採取するために、ハンドオーガー（ auger）、ソイルオーガー、円筒打込サンプラ
ー、採土円筒などの器具が利用される。これらの器具は、湿った土壌や、ある程度硬い土
壌などのように、土壌を形成する粒子間の吸着力が比較的大きい土壌に対してその効力を
発揮する。
【０００３】
ところで、乾燥した砂などは粒子間の吸着力が弱いため、既存の器具によっては効果的に
採取することが難しい。すなわち、乾燥した砂土壌は採取の際に崩れやすく、既存の器具
を用いても、正確な深さで採取することが非常に困難である。またスコップなどで砂を採
取するための穴を掘る場合にも、掘られた穴の周囲から砂がこぼれ落ちやすく、作業効率
が悪化するという不具合がある。なお、下記非特許文献１に、ハンドオーガー、円筒打込
サンプラーなどに関する情報が開示されている。
【０００４】
【非特許文献１】
中野政詩、宮崎毅、塩沢昌、西村拓　著「土壌物理環境測定法」、東京大学出版、１９９
５年３月１５日初版、ｐ．７－１６
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
以上述べたように、乾燥した砂などのように粒子間の吸着力が弱い土壌を効果的に採取で
きる装置は未だ知られていない。
本発明は上記事情によりなされたもので、その目的は、砂を効果的に採取できる砂採取用
補助器具を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するために本発明に係わる砂採取用補助器具は、板面が砂面に対して垂直
方向に規定の深度まで埋設される板の、当該板が埋設された状態で前記砂面から一定の深
さに達する位置に、当該板を貫通する穴部を形成したことを特徴とする。
【０００７】
上記補助器具を砂土壌に埋設して一方の面側から砂土壌を掘ることにより、砂が板により
支えられる。補助器具には例えばその上端から一定の長さの位置に穴部が穿たれており、
補助器具を規定の深度に埋設することによって砂面から一定の深さに穴部が位置するので
、正確な深さに位置する砂をこの穴部を通じて採取することが可能となる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照して本発明の実施の形態を詳細に説明する。
図１は、本発明に係わる砂採取用補助器具の実施の形態を示す図である。図１（ａ）は正
面図であり、この砂採取用補助器具は、プレート部１に、側板３および天板４を形成した
ものである。プレート部１、側板３、天板４のいずれもプレート状の金属板を利用するこ
とができ、例えばその材質を鉄とすることで安価かつ容易に入手することができる。側板
３および天板４は、プレート部１に対して溶接あるいはろう付けにより取り付けても良い
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し、または１枚の金属板を箱状に折り曲げることにより形成しても良い。いずれにせよ、
特別な技術を要すること無く、溶接・切断などの基本的な工作技術により製作することが
でき、従って大量生産も可能である。
【０００９】
プレート部１には、複数の窓部２が穿たれる。窓部２は、天板４に対して例えば５０ｍｍ
間隔で形成される。この場合、順に天板４から５０ｍｍ、１００ｍｍ、１５０ｍｍ、およ
び２００ｍｍの位置に窓部２が形成されることになる。なおプレート部１の強度を維持す
るために各窓部２の位置を離し、互い違いの位置に窓部２を形成するのが好ましい。また
窓部２の形状を例えば長方形とすると、加工の手間を省くことができる。ただしそのサイ
ズは最小限とし、長方形の短辺を埋設方向と平行にする。
【００１０】
図１（ｂ）は上面図であり、側板３はプレート部１に対して例えば垂直に折り曲げたかた
ちに形成される。なお側板３とプレート部１とのなす角度は９０°に限らず、任意の角度
で良い。ただし、側板３とプレート部１とが交差する直線が、この砂採取用補助器具の砂
土壌への埋設方向に対して平行になるように側板３を形成する。すなわち、プレート部１
に対して埋設方向に沿って交差するように側板３を形成する。このようにすると、埋設時
に砂採取用補助器具が砂から受ける抗力を最小限にできる。
【００１１】
天板４は、プレート部１の上端を例えば９０°折り曲げ、側板３との間に隙間ができない
ように形成される。天板４は、埋設方向への力を加えるための力点部としての役割を持つ
。必要に応じて補強材（図示せず）などを取り付け、天板部４に、埋設時に加えられる力
に対して耐え得る充分な強度を持たせるのが好ましい。なお本実施形態においては、プレ
ート部１に対して、プレート部１が側板３および天板４により囲まれる向きから向かう方
向を（内側）と称する。
図１（ｃ）は側面図である。側板３は、天板４に対してより幅広く設けるのが好ましく、
例えば３００ｍｍ×１５０ｍｍ程度のサイズが有れば良い。
【００１２】
図２は、窓用プレート５を示す図である。窓用プレート５は、図１の窓部２を開閉するた
めに設けられる。図２（ａ）は正面図であり、窓用プレート５は、プレート部１に形成さ
れるスライドレール７を介してプレート部１に取り付けられる。スライドレール７は、窓
用プレート５の可動方向を、埋設方向に平行な方向だけに限定する。埋設時の砂との摩擦
により窓用プレート５は抗力を受け、スライドレール７の端部８に達して止まる。この状
態で窓部２が閉じるように、スライドレール７を形成する。
【００１３】
図２（ｂ）は上面図であり、窓用プレート５は、窓用プレート５をスライドレール７に沿
って開閉させるための取っ手６を有する。取っ手６は必要最小限のサイズとし、特に、可
動方向に垂直な方向への突出を１ｍｍ程度とする。また図２（ｃ）の側面図に示されるよ
うに、窓用プレート５自体の厚みもなるべく少なくする。これにより埋設時の抵抗を最小
限にできる。なお、図２（ｂ）および図２（ｃ）に示されるように、窓用プレート５およ
び取っ手６は、プレート部１に対して内側に設けられる。
【００１４】
次に、上記構成の砂採取用補助器具を使用する際の手順につき説明する。まず、窓用プレ
ート５を端部８にまで引き上げ、窓部２を閉じる。この状態で砂採取用補助器具を砂面に
対して垂直方向に埋設する。その際、天板４をゴムハンマーなどで叩くか、あるいは取扱
者が足で天板４を踏み込むことにより埋設作業を容易に実施できる。
【００１５】
天板４が砂面に達するまで埋設した状態で、内側から砂を掘る。すると、窓部２が閉じら
れた状態で、一定の深さに窓用プレート５および取っ手６が現れる。この状態で、砂を保
存するための土壌カップ（図示せず）を窓用プレート５の下側に配置し、窓用プレート５
を素早く下向きにスライドさせる。そうすると窓部２が開かれ、乾燥した砂が窓部２から
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流れ出す。これを土壌カップで受けることにより、乾燥した砂を迅速かつ正確に採取する
ことができる。その際、小型の板をコの字形に屈曲させた治具（図示せず）を用意し、こ
れを窓部２から砂壁に挿すことで、不要な砂が上から流れ落ちることを防ぐことができる
。
【００１６】
なお、深い位置で砂を採取する場合には砂が湿り気を帯び、窓部２から流れ出にくいこと
がある。このような場合にはスプーンなどを用いて窓部２から砂をこそぎ取ることにより
、同様に砂を採取することができる。
【００１７】
このように本実施形態では、側板３および天板４を形成したプレート部１を砂土壌に垂直
に埋設する。プレート部１には、窓部２と、この窓部２を開閉するための窓用プレート５
を設ける。天板４が砂面に達する状態にまで埋設した状態で、内側から砂を掘り、窓用プ
レート５を露出させた状態でその下側に土壌カップを配置し、窓用プレート５を素早く下
向きにスライドさせて、流れ出す砂を採取するようにする。
【００１８】
このような砂採取用補助器具を用いることにより、下記の効果を得ることができる。
まず、プレート部１に対して側板３が形成されていることから、砂を掘ったときに左右か
ら砂が流れ込むことを防止できる。これにより、より深い位置における砂を採取すること
が可能になる。同様に天板４により、上部から砂が崩れてくることを防止できる。
【００１９】
また、天板４を設けることにより、ゴムハンマーによる打設や足の裏を使った踏み込みな
どで砂採取用補助器具を砂土壌に対して容易に埋設できる。これは、湿った砂や固い土な
どへの埋設作業時において、特に有効である。
【００２０】
また、窓部２が予め決められた位置に設けられているので、砂採取用補助器具を一定の深
さに、例えば天板４が砂面に達するまで埋設することにより、窓部２が土壌に対して常に
同じ深さに位置決めされる。これにより砂の採取深さを採取の度に計測する必要が無くな
り、作業を迅速に行うことができる。このことは、暴露された砂が作業時に乾燥したり、
逆に湿気を帯びたりすることを防止できることを意味する。従って本実施形態にかかる砂
採取用補助器具は、特に、砂の深さごとの水分含有量を分析するといった用途に対して非
常に有効である。
これらのことから本実施形態によれば、砂を効果的に採取できる砂採取用補助器具を提供
することができる。
【００２１】
なお、本発明は上記実施の形態に限定されるものではない。例えば、湿った土壌への適用
のみを考えるのであれば、砂が流出するといった事態は生じないことが予想されるので、
窓用プレート５は必ずしも必要ではない。また、窓用プレート５のスライド方向を縦方向
（すなわち埋設方向と平行）でなく、例えば横方向にしても良い。また、スライド機構に
限らず、例えば蝶番により窓用プレート５を取り付けるようにしても良い。このほか、本
発明の要旨を逸脱しない範囲で種々に変形して実施することができる。
【００２２】
【発明の効果】
以上詳しく述べたように本発明によれば、砂を効果的に採取できる砂採取用補助器具を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係わる砂採取用補助器具の実施の形態を示す図。
【図２】　図１の窓部２を開閉するための窓用プレート５を示す図。
【符号の説明】
１…プレート部、２…窓部、３…側板、４…天板、５…窓用プレート、６…取っ手、７…
スライドレール
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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